



























































































































京都大学 博士（建 築 学） 氏名 亀井暁子 
係がより多層的で豊かなものとなりうる可能性を、具体的、工学的、建築的、空間的に示すものであ
って、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって本論文は博士（工学）の学位論文として
価値あるものと認める。また、令和元年６月２５日、論文内容とそれに関連した事項について試問を
行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
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